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2021年3月期上期 決算概要
2019年度 2020年度

上期実績 上期実績

（Ａ） （B） (B)-(A) 増減率

売上高 699.6 551.2 △ 148.4 79%

（△21%）

　営業利益 20.6 3.7 △ 16.9 18%

　＜営業利益率＞ <2.9%> <0.7%> （△82%）

　経常利益 17.8 3.1 △ 14.7 17%

（△83%）

11.9 1.4 △ 10.5 12%

（△88%）

(単位：億円）
前期対比

親会社株主に帰属する

四半期純利益

●前年比「減収・減益」

・新型コロナウイルスによる世界的な経済活動停滞の影響を受け「減収・減益」

●工業分野

・自動車分野を中心に、新型コロナウイルスの影響をグローバルに受け「減収・減益」

●生活分野

・食品容器の需要増による販売増も、農水産や建材土木の低迷などで「減収」
主力製品「エスレンシート」の好調な販売と原価低減等により「増益」
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2021年3月期上期 工業分野業績
2019年度 2020年度

上期実績 上期実績

（Ａ） （B） (B)-(A) 増減率

売上高 409.7 279.9 △ 129.9 68%

（△32%）

営業利益 10.7 △ 11.3 △ 22.0 ー

＜営業利益率＞ ＜2.6%＞ ＜△ 4.0%＞

経常利益 8.7 △ 12.0 △ 20.7 ー

(単位：億円）
前期対比

・自動車分野
メーカー・サプライヤーの稼働停止・生産調整を受け、部材・梱包用途ともに「減収」
市場低迷と新型コロナウイルスの影響を大きく受けた欧州Proseatグループの業績は大幅に悪化

・家電・ＩＴ分野
「ピオセラン」パネル搬送資材・梱包材用途の製品販売が低迷
「テクポリマー」液晶用途はＰＣ・モニター需要増で堅調も、塗料・化粧品用途は低調

・医療健康分野
「エラスティル」各国の外出自粛などの行動制限が、ランニングシューズの販売伸長に影響
「テクノゲル」 中国から米国への最終商品が貿易摩擦などの影響も受け低調に推移

・原価低減や固定費削減に取り組むも、販売低迷による限界利益の減少を補えず「減益」

●新型コロナウイルスの影響を受け、グローバルに販売が低迷し「減収・減益」
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●「エスレンシート」の食品容器関連が伸長も、農水産・建材土木の低迷などで「減収」
利益面では、徹底した原価低減や固定費の削減により「増益」

・食品容器分野
行楽・観光向け需要減の一方、スーパーの食品トレー向けや飲食店の持ち帰り容器向け需要が好調

・農水産分野
漁獲量の低迷や飲食店の休業が影響し、需要は低調な推移

・建材土木分野
全体需要は低調ながら、「アクアロード」部材が軽量盛土浮力対策の用途で採用

・「エスレンシート」の売上数量は、生鮮食品トレーなど食品容器関連の需要増により前年同期比で伸長
・「エスレンビーズ」の売上数量は、ライフグッズ用途で好調も、主要用途の水産関連需要が低調

・利益面は、「エスレンシート」の好調な販売に加え、原価低減や固定費削減などのコスト削減で「増益」

2019年度 2020年度

上期実績 上期実績

（Ａ） （B） (B)-(A) 増減率

売上高 289.8 271.3 △ 18.5 94%

（△6%）

営業利益 15.9 20.7 4.8 130%

＜営業利益率＞ ＜5.5%＞ ＜7.6%＞

経常利益 15.6 20.1 4.5 129%

(単位：億円）
前期対比

2021年3月期上期 生活分野業績
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2021年3月期上期 経常利益増減要因

億円

売上差
（数量他）

億円

製品価格

原燃料価格

利益率差
＋5.1

固定費差 為替差 その他

2019年度
上期実績

2020年度
上期実績経常利益差 ▲14.7億円

【単位：億円】
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2021年3月期 業績見通し

売上高 699.6 662.0 1,361.6 551.2 608.8 1,160.0 △ 201.6 85%

　営業利益 20.6 16.7 37.3 3.7 16.3 20.0 △ 17.3 54%

　(営業利益率） 2.9% 2.5% 2.7% 0.7% 2.7% 1.7%

　経常利益 17.8 16.1 33.9 3.1 12.9 16.0 △ 17.9 47%

親会社株主に帰属する

当期純利益
11.9 11.4 23.2 1.4 8.6 10.0 △ 13.2 43%

(単位：億円）

2020年度

上期

（実績）

下期

(計画）

通期

（計画）

2019年度

上期

（実績）

下期

（実績）

通期

（実績）

前年対比

通期

増減額

通期

増減率

●新型コロナウイルス感染症に関する前提 （7月31日の業績予想発表時と同じ）

①本感染症のさらなる拡大は回避され、現状よりも大きな需要減がない
②国内外における経済活動の再開・拡大が継続
③国内外における当社グループの生産・販売拠点において新たな営業・生産活動が規制されない
※本感染症に関する前提などが変化し、業績予想の見直しが必要になった場合は、速やかに公表します

７月31日公表の2020年度連結業績予想に対し、2020年度上期は業績予想を上回る結果となりました。
2020年度の通期見通しにつきましては、変更ございません。

●上期業績が予想を上回った理由

2021年３月期 第２四半期の連結業績は、新型コロナウイルス感染症（以下、本感染症）の影響など厳しい
経営環境でしたが、巣ごもり需要により食品用トレー向け用途などが好調であったこと、原価低減や固定費
削減などのコストダウンに取り組んだことなどの結果、売上・利益ともに予想を上回りました。
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2021年3月期 株主還元（予想）
2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

（予想）

1株あたり当期純利益(円) 67.33 73.03 75.33 69.09 51.29 22.05

1株あたり配当(円) 24 24 27 30 30 21

配当性向(連結) 36% 33% 36% 43% 59% 95%

1株当たり純資産額(円) 1,243.30 1,322.14 1,444.28 1,439.43 1,450.32

自己株式取得(百万円) － 718.5 621.2 － －

総還元性向(連結) 36% 54% 54% 43% 59%

ROE 5.4% 5.7% 5.5% 4.8% 3.6%

●連結業績の動向に応じ、かつ配当の安定性と内部留保のバランスを総合的に判断

67 73 75 69 
51 

22 

0

50

100

2015 16 17 18 19 20

1株当たりの当期純利益（円/1株）

7月31日公表通り、中間配当を ４円/株 実施
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環境リーディングカンパニーへ

2030年度までに達成する2つの目標を設定しました。
目標達成に向け「SKG-5R」を推進し、持続可能な開発目標（SDGs）に貢献します。

当社ホームページより、「SKG-5Rステートメント」のダウンロードが可能です
https://www.sekisuikasei.com/jp/csr/csr-foundation/csr-consideration/environment/skg-5r/

※「ＳＫＧ」は積水化成品グループを指します。

2030年度目標

Re-Create 事例

環境に貢献する新たな価値や次世代製品の創造

軽量・高強度な「ST-Layer」のブレードで
風力発電システムの高出力化と

発電効率の向上に貢献
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トピックス

●コーポレートブランド ●植物由来のシューズ部材を開発

●統合報告書２０２０発刊

当社ホームページからダウンロード可能です
https://www.sekisuikasei.com/jp/ir/ir-library/integrated-report/

植物由来のエラストマー発泡体「エラスティルBIO」
を開発し、高機能ランニングシューズのミッドソール
に採用されました。

今年度より統合報告書を発刊し、
企業情報の開示を充実させました。

創立60周年の節目として、新たなコーポレートロゴ
および、コーポレートメッセージを制定しました。



★内容に関するお問合せは…

コーポレート戦略本部 ＩＲ広報部 E-mail : ir_pr@sekisuikasei.com

★当社のホームページもあわせてご覧ください。

アドレスは http://www.sekisuikasei.com/

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報および合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因
により大きく異なる可能性があります。




